
ガイドヘルパーと一緒に本を
読むための部屋を貸してほしい
　2013年の４月、あずま図書館と寺

島図書館が統合して、墨田区立ひき

ふね図書館が開館しました。駅前に

ある高層マンションの２階から５階

までが図書館になっています。そし

て、その４階には、３つのテーブル

と６脚の椅子のある、ちょっとした

打ち合わせができる「障がい者サー

ビスルーム」という部屋ができました。

　開館して半年ほどした頃、知的な

障害のあるＮさんとそのガイドヘル

パーが来館し、部屋を貸してほしい

と希望されました。Ｎさんは29歳の

女性で、愛の手帳２度とのことでした。

　愛の手帳の２度というのは、「知能

指数（IQ）がおおむね20から34で、社

会生活をするには、個別的な援助が

必要となります。例えば、読み書き

や計算は不得手ですが、単純な会話

はできます。生活習慣になっている

ことであれば、言葉での指示を理解

し、ごく身近なことについては、身
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振りや二語文程度の短い言葉で自ら

表現することができます。日常生活

では、個別的援助を必要とすること

が多くなります」（1）というかなり重

度の知的障害です。

　Ｎさんの場合、来館はもとより、

一人で読みたい資料や見たい資料を

図書館で見つけることがむずかしい

ので、ガイドヘルパーの援助を受け

ながら、雑誌の写真などを二人で一

緒に見るために部屋を貸してほしい

ということでした。

　新しい図書館の座席はほとんどが

予約制になっていて、その他の席も

一人で利用することしか想定してい

ないため、二人で会話を交えながら

資料を利用する席は用意されていな

いのです。

　そこで、障がい者サービスルーム

を使っていただくことにしました。

部屋を覗いてみると、東京スカイツ

リーの本を机に広げて、そこに載っ

ている写真をガイドヘルパーと一緒

に見ていました。
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　Ｎさんは猫が好きだということを

ガイドヘルパーから聞いていたので、

良い機会だと思い、伊藤忠記念財団

からいただいた『いきもの超ひゃっ

か③ ねこ』のマルチメディアDAISY

を、部屋に持ち込んだパソコンで見

てもらいました。

　Ｎさんはしばらくは見ていたもの

の、すぐに飽きてしまったようでした。

ガイドヘルパーによれば、やはり動

画でないと集中して見るのはむずか

しいということで、その日は１時間

あまりその部屋で、雑誌などの写真

を見て帰られました。

マルチメディアDAISYを
見ながら会話が弾む
　数週間後、同じガイドヘルパーと

一緒に、別の女性（Ｓさん）が図書

館を訪れました。Ｓさんは20代の前

半で、以前墨田福祉作業所という区

営の知的障害者通所授産施設で働い

ていました。墨田福祉作業所へは毎

月１回図書館が出かけていって、出

張貸出をしています。毎回20人ほど

の人が本やＣＤを借りてくださって

いて、Ｓさんも借りてくださってい

ました。

　Ｓさんはその後高齢者施設への就

職が決まり、墨田福祉作業所を退所

したそうです。

　彼女は犬が好きだと聞いていたの

で、前回と同じように、パソコンと

マルチメディアDAISYを部屋に持ち

込んで『いきもの超ひゃっか② いぬ』

を見てもらいましたが、最後まで興

味深く、私やガイドヘルパーと会話

しながら見てくれました。

　Ｓさんはダウン症で軽度の知的障

害なので、マルチメディアDAISYを

見ながら会話も弾みました。ただ、

彼女は腎機能に障害があるので、定

期的にトイレに行かなくてはなりま

せんでした。

「今日は図書館に行くんだ」
　その後、今度は部屋を利用したい

というＴさんが予約してきました。

Ｔさんは、25歳の男性でＮさんの弟

です。今まで同行してきたガイドヘ

ルパーは女性でしたが、利用者が男

性なのでガイドヘルパーも男性でし

た。

　Ｔさんも愛の手帳２度で、会話に

よるコミュニケーションはむずかし

そうでしたが、ガイドヘルパーの言

うことはよくわかるようでした。ガ

イドヘルパーの話によると、午前中

から「今日は図書館に行くんだ」と

楽しみにしていたそうです。

　今回も障がい者サービスルームに、

パソコンとマルチメディアDAISYを

用意しました。Ｔさんは相撲が好き

で、とくに把瑠都のファンだと聞い
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ていましたので、「わいわい文庫」

バージョンブルーの中の『おすもう

のいろは』を見てもらいました。こ

のマルチメディアDAISYの最初の画

像に、把瑠都が登場します。

　しかし、『おすもうのいろは』は、

写真と音声だけなので、残念ながら

あまり関心を示してもらえませんで

した。

　彼は薬を服用していて、ちょうど

午後３時が服用する時間でしたが、

飲んだ後はとてもだるそうでした。

本やマルチメディアDAISYを見る状

況ではないようだったので、ＣＤプ

レーヤーと『NHKみんなのうた40周

年』というＣＤを持ってきて、小さ

な音でかけたところ耳を傾けてくだ

さいました。ガイドヘルパーによれ

ば、自傷行為や興奮を抑えるための

向精神薬を一日何回か服用している

とのことでした。

スウェーデンの「読書指導員プ
ロジェクト」
　最近の図書館の利用例のように、

自力で図書館に来館したり、資料を

見たり読んだりすることが困難な人

にとっては、それを援助してくれる

人の存在が不可欠です。

　たまたま今回の事例では、移動支

援事業のガイドヘルパーがその役割

を果たしてくださいましたが、ス

ウェーデンではそのような知的障害

や認知障害のある人をサポートする

読書指導員プロジェクトというのが

あるそうです。

　「読書指導員プロジェクトは、ス

ウェーデン読みやすい図書センター

とスウェーデン全国知的障害者協会

によって、1992年に始められた。現

在、スウェーデン国内のほとんどす

べてのデイケアセンターと多くのグ

ループホームには、読み聞かせの会、

読書会、図書館訪問などを担当する

読書指導員が一人または二人いる。

スウェーデンのすべての州では、知

的障害のある人々の介護者で、読書

指導員としての研修を受けた人々が

運営する勉強会が開かれている。最

近では認知症を対象とした同様な読

書会も開かれている。」（2）

　日本の図書館でもガイドヘルパー

の方たちと協力するなどして、知的

障害や認知症の方の図書館利用を進

めていくことができないでしょうか。

　その際の有効な資料として、マル

チメディアDAISY図書が活用できる

でしょう。墨田区の図書館でも毎月

発行している図書館ニュース（2013

年11月号）でマルチメディアDAISY

図書のPRを行いました。　
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墨田区立図書館　図書館ニュース（2013年11月号）

　今のところ数件の問い合わせが

あっただけですが、今後、学校や障

害者施設などにも積極的に働きかけ

て、資料を活用していきたいと考え

ています。

注：
（1）東京都福祉保健局東京都心身障害者福祉センター
のホームページより（http://www.fukushihoken.
metro.tokyo.jp/shinsho/a_techou/）

（2）『読みやすい図書のためのIFLA指針（ガイドライ
ン）』（野村美佐子、ギッダ・スカット・ニールセン、ブ
ロール・トロンバッケ編　日本障害者リハビリテー
ション協会訳　日本図書館協会　2012）
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